
[龍谷寺観音堂]見学レポート

資料1 　当時の写真



資料2 　　　　当時の写真



参考資料 工事中の写真

　大岡實博士文庫書類資料目録Ⅱ（新築設計関連資料）　川崎市立日本民家園編より



　上越新幹線浦佐駅から車で15分、前方に山門が見えてくる



　　「曹洞宗　八海山　龍谷寺」とある



　　前方は本堂



　　　　　本堂/1750年頃の再建



　　屋根は豪雪地方特有の形という





　　　　　　本堂の右手には「大観音堂　慈雲閣」が見える



　　　　これが大岡實建築研究所設計の「龍谷寺観音堂」





　　龍谷寺のリーフではインドのグプタ朝様式と紹介されている





屋根は現設計ではケルビン防水モルタル塗りの上、セラスキン吹付仕上げとなっていたが、現在はカラーステンレス葺き（？）に
なっており、コーナーが立ち上がっているが、これは後の改修によるものと思われる













　　　　観音堂右手から後方を見る



　　　　　　右手側面 　右手後方から全面を見る



　　　　　右手後方から全面を見る



　背面



　　　　背面



　　　　背面









斗栱の抽象化



　　入隅部分



　　出隅部分



「設計は建築史の泰斗故大岡実東大教授（国宝審査委員長）」とある

　　　↑ 龍谷寺のリーフより



当初の屋根はこの写真の通りで、現在の屋根は豪雪地帯ゆえの雨漏りのため、新たに銅板（カラーステンレスか？）が被せられてコーナーは
立ち上がりのある形となっていて、当初のイメージとは若干違ってしまっている

龍谷寺の絵葉書より

仕様書によると「屋根は鉄筋コンクリートスラブ下地にケルビン防水モルタル塗り、但し搭屋は防水モルタル刷毛引の上セラスキン吹付」と
なっている



　　　雪は多い時は２メートルも積もるという

龍谷寺の絵葉書より



設計図



設計図



　設計図



　設計図



　　龍谷寺の羅漢堂に大変貴重な当時の模型が置かれていた









　　　　後方の屋根は実際の建物とは違う形となっている



これが当初の案であったと思われる





　　また、本堂にはハワイに建つ「曹洞宗別院　正法寺」なる写真が掲示されていた



龍谷寺リーフレットにあるように、歴代の龍谷寺住職がハワイの日本人移民の開教に従事した縁により、ハワイの日系
移民の発願があってこの観音堂建立の運びとなった。その際にこの正法寺のイメージがあり、また築地本願寺の
デザインに惹かれて、伊東忠太の愛弟子で上記のような実績のある大岡先生に依頼があったようである。（現住職の
奥さんからの聞き取り調査より）



参考 　　　築地本願寺/設計：伊東忠太



参考



この龍谷寺では須弥壇も設計している



さて、他の建物も見てみよう
　　　本堂（赤い屋根）の右手は庫裡、その右手に観音堂が見える

龍谷寺の絵葉書より



龍谷寺の絵葉書より



　　現在の本堂の屋根は改修され、ご覧のようになっている



　　　　本堂の屋根/再建当初は茅葺きであったものを金属板に変えたために垂木の先はご覧のような体裁となったと思われる





　　前方は庫裡



　斗栱は繰り形の付いた大斗肘木





　　本堂内部



　　　　　　この欄間は室町期のものだという/作者不詳









これらの彫刻欄間は石川雲蝶の作という



　　　　　　斬新な形の持ち送り







　　　　庫裡



　　　　庫裡



　　　　鐘楼



　　　　鐘楼



　　　　鐘楼



　　　鈴木洵氏設計の妙光堂/昭和54年竣工





　　　　　　内部には武山勝山師の仏像が所狭しと並んでいる



　　　　山門











　　境内側より



「魚沼梵字碑」と呼ばれる古碑郡/南北朝時代の庶民の墓石



　　　　佛様の種字が刻まれている





地蔵盆/境内の石佛群

龍谷寺の絵葉書より



　　　　　　こんな石造物もあった









こんな石造供養塔もあった



　　　　立派な宝篋印塔





年月 西暦 助手 施工 構造種別

昭和37.12 1962 龍谷寺 観音堂 新潟県 大和町 松浦弘二 大成建設 ＲＣ造

工事名 所在地 工事期間 構造設計

昭和37.12～39.04 国建築事務所


